
　社会福祉センターにて、宜野湾市身体障がい者福祉協会(田場上
会長)主催による「第16回宜身協“絆”芸能まつり」が開催されまし
た。舞台では、歌や踊り、演奏など多彩な演目が次々と披露され、出
演者が日頃の練習の成果を発揮しました。田場会長は「障がいを持
つ一人ひとりが自分の持てる力を出し合い、これからも宜野湾市の
ために活動していきたい」と、今後のさらなる躍進を誓いました。

「第16回宜身協“絆”芸能まつり」開催
笑顔と感動の輪が広がる！1/
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　市役所向かい野球場において「第8回 プロ野球沖縄県人会 ベー
スボールフェス」が開催されました。本イベントには、本市出身の
宮城大弥選手や宮國凌空選手をはじめ県出身のプロ野球選手7人
が参加し、集まった子どもたちへプロの視点から意識するポイントや
基本動作を直接指導しました。午後には、トークショーやプレゼント
抽選会が行われ、会場は終始和やかな雰囲気に包まれました。

12/27 第8回 プロ野球沖縄県人会 ベースボールフェス
夢に近づく貴重な体験！

　「2026年「宜野湾市新春の集い」がラグナガーデンホテルに
て開催され、市の関係機関や県内企業・団体の方々など、約
1,000名の参加者で賑わいました。会は、市文化協会による演奏
のあと、鏡開きが行われました。その後、上地流空手道宗家修武館
による空手演武や、沖縄国際大学 琉球芸能文学研究会によるス
テージが催され、新しい一年の幕開けを彩りました。

「2026年 宜野湾市新春の集い」開催
輝かしい新年の幕開け

　宜野湾市消防本部にて「令和8年 消防出初式」が開催されまし
た。式典では、長年にわたり勤続してきた消防職員への表彰式が
行われた後、佐喜眞淳市長が訓示を述べました。展示訓練では、
住宅用火災警報器のPRをはじめ、救助訓練や心肺蘇生法および
AEDの取扱方法の実演が行われました。訓練の最後には、一日消
防長を務めた伊佐美咲さん(はごろもレディ)の指揮のもと、一斉
放水が行われました。
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7 令和8年 消防出初式
新年の幕開け、消防団結の出初式

～寄附・寄贈など～　温かいご支援ありがとうございます

市内のこどもたちへおもちゃ1,000個寄贈市内のこどもたちへおもちゃ1,000個寄贈
普天間飛行場関係者普天間飛行場関係者

コルネとサンドのお店pippi協力のもと宜野湾市
母子寡婦福祉会員のこどもたちへコルネ無料券32世帯分寄贈

カーショップDAYTONA

市へ寄附金20万円

がじまる

高齢者専用住宅 願寿苑

市へバスケリングネット10個寄贈
株式会社インディペンデンス12/
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宜野湾市平和大使育成事業

▲英語の絵本読み聞かせ

▲平和大使による証言朗読▲各国の読み手の皆さんと一緒に

「平和」を次世代
へ伝える

　宜野湾市では、平和の大切さを次世代へ継承できる人材育成を目的として、「宜野湾市平和大使育成事業」に取り組んでいます。
令和７年度は、市立中学生８名と青年層１名の計９名が宜野湾市平和大使に任命され、県内での研修や、広島県・山口県での県外
研修を通して様々なことを学んでいます。その成果を各中学校や平和大使学習報告会にて発表しました。

　
宜
野
湾
市
立
博
物
館
に
お
い
て
「
多
言

語
平
和
絵
本
読
み
聞
か
せ
＆
平
和
大
使
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・

韓
国
語
の
平
和
に
関
す
る
絵
本
読
み
聞
か

せ
の
ほ
か
に
、
読
み
手
の
皆
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
平
和
へ
の
思
い
も
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
平
和
大
使
は
戦
争
体
験
者

の
証
言
朗
読
や
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
市

民
の
皆
さ
ま
へ
報
告
し
、
参
加
者
の
皆
さ

ま
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

平
和
大
使
学
習
報
告
会

　
今
年
、
宜
野
湾
市
平
和
大
使
に
任
命
さ
れ
た
９

名
は
県
内
の
戦
跡
や
資
料
館
を
め
ぐ
る
事
前
研
修

を
は
じ
め
、
県
外
団
体
と
の
交
流
、
８
月
に
は
被

爆
地
・
広
島
に
お
い
て
平
和
記
念
式
典
に
参
列
し

ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料
館
で
は
原
爆
の
実
相
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
少
年

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
県
外
派
遣
後
は
、

中
学
校
や
市
平
和
啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
平
和

を
発
信
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
和
大
使
の
當
山
慎
之
助
さ
ん
は
、
「
ね
た
み

や
ひ
が
み
か
ら
の
行
動
は
、
相
手
を
傷
つ
け
、
イ

ラ
イ
ラ
さ
せ
「
喧
嘩
」
と
い
う
小
さ
な
戦
争
に
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
事
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た

め
に
、
よ
く
相
手
の
良
い
所
を
探
し
、
認
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
行
動
が
少

し
ず
つ
広
が
り
、
少
し
ず
つ
積
み
重
な
っ
て
、
世

界
中
に
平
和
な
和
が
広
が
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
昨
年
度
の
平
和
大
使
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。（
今
年
度
の
平
和

大
使
も
参
加
し
合
同
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
）

　
今
回
は
沖
縄
戦
の
激
戦
地
の
一
つ
で
あ
る
南
風

原
町
で
沖
縄
戦
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
南
風
原
町

の
中
学
生
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
陸
軍

病
院
南
風
原
壕
群
２
０
号
や
記
念
碑
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。
戦
時
中
は
同
じ
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
、
抱
え
る
思
い

や
苦
悩
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　
午
後
は
、
研
修
で
回
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
の
見
ど
こ

ろ
を
ま
と
め
た
り
、「
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
・
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
、
自
分
た
ち
に
な
に
が
で
き
る
の
か
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

▲市長・教育長・学校関係者・平和大使の皆さん

▲壕入口にて説明を受ける平和大使

▲これまでの学びを報告

▲アクションプラン作成 ▲参加者の皆さん
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